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歩いたという彼に似つかわしい場所で、ここに呼ば
れたのではと思うこともあったという。この仕事を
始めた当初からいつか大きな木と向き合いたいと
思い続けていた彼にとってこの広大な丘は、格好の
場所であり、不要とされた大木や変
木を活かすべく、作品のみならず、
近くから集められた枝や葉、竹、草
やツルなどを使って工房内にいく
つもの小屋が造られている。それら
はその丸味を帯びた形から建物と
呼ぶより大地から生えている何か
イキモノの様にも見える。その幾つかの小屋の中に
は薪を燃やす囲炉裏があり来客をもてなすそうだ
が、その燃えている炎を見つめながら、時を忘れ自
己を取り戻す人もあるときく。昨年秋から縄文土器
を使った煮炊きを始めて、年々増えてきた野の食材
を使う機会も多くなり、復活しつつある環境を実感
していると。
中心に建てられた高さ５ｍを超える竹のドーム

は、普段は作品の展示スペースだが、イベントやラ
イブの会場としても使われる
という。土壁、萱壁、茅葺、和

紙のドアで構成されるその
ドーム空間の中央部分は天
頂に空いた天窓と垂直に気
が通るスポットとして人気
で、自分をリセットするこ

とが出来るようだ。
向かいの「ギャラリー安樹」

には入口に＜木靴＞が並び、和
紙のほのかな灯りの中、木星人

たちが出向かえてくれる。そしてやはり不要とされ
た木々の塊から掘り出された椅子やオブジェの他、
家具用の杢の綺麗な板やテーブルも並んでいる。色
んな樹種が交じり合ったその室内の芳香に魅せら

れる人も多いという。
３年前外注で造ったツリーハウスも人気の山ノ

内さん。南側の伐り残された2本のシイノキの上に
は3角形のデッキが2段乗せられ、大山と海を望む
ことができる。樹上６ｍを通る風と光はココロに溜
まったオリを流してくれるのか、いいオトナが下り
てこなくなるらしい。（ひそかに樹上生活をしてい
た頃を懐かしんでいるかも知れない）このデッキは
３Ｆ，４Ｆと計画しているのでさらなる展望が楽し

みである。
「１５年を経て草木のろくに生えない
荒涼とした廃墟の丘が、クワやケヤキ、コ
ナラ、クリ等の己生えの樹々や屋根材と
して使うススキ、カルカヤ等の草々や
様々な野生のイチゴも自生する緑なす丘
へと年々変貌していく有り様を、喜ぶと
共に自然の底チカラを知らされる。自分
がここに居なければアっという間に呑み
込まれるだろう。」と木々との共生をテー
マにしている山ノ内さんは語っている。
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霊峰大山の麓、日
本 海 を の ぞ む 丘
に＜ジュピタリア
ンヒル＞（木星人の
丘）がある。

15年前ここに木
工房を開いた山ノ
内芳彦さんは、隣町
の出身。２０代から

３０代初めまで東京で過ごしたのち帰郷して、ふと
近くの山で出会った樹の枝を持ち帰ったことがき
っかけで小さな家具を作り始めた。以後大いなるエ
ネルギーに吸い寄せられるようにように木の世界
にのめり込んでゆく。木の仕事に携わる事を決意し
た後、独学で注文家具や灯りを作りながら、伐られ
た木の中に何か生きものの気配を感じ続けていた
彼が１０年後見つけたのが短足、ガニ又、三本足の

「木星人」だ。彼等はヒトに放棄された木の中にい
て、山ノ内さんの手で彫り出され「ワレハココニイ
ル」ことをアピールしているかのようだ。彼曰く「木
星人は今このタイミングでこの星に現れたメッセ
ンジャーで・・・」（この続きはジュピタリアンヒ
ルブログ内『木星人のはなし』で）→

＜源流系工作場＞と銘うった工房
は、見つけた当初は前の工事会社の社
屋が点在する廃墟だった。そこには
様々なゴミが運び込まれていて地元で

はゴミ捨て場になる事を心
配していた。そこは２０代
後半からカメラを手に国内
外の廃墟を探しながら撮り
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上からは大山と海が見えた。
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↓三本脚がかわいい木星人たち

https://jupitarianhill.daiverse.com/
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